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研
究
分
野 

信号処理や機械学習を応用したデータ解析や

そのためのデータ収集・転送等のシステム構築に

関する研究を行っています。  

[KAGRAプロジェクトへの参画] 

国内の重力波観測プロジェクト KAGRAに参画し，

主に以下の研究を実施しています。 

重力波の観測データの解析手法の考案 

 重力波観測によって重力理論のさらなる検証

が可能になると期待されてますが，重力波は微弱

でノイズに埋もれてしまうのでデータ解析が必

須であり，その手法の検討を行っています。 

 ディープラーニングを用いた解析法の検討 

 Hilbert-Huang変換などの新しい手法の検討 

データ転送・管理システムの開発・運用 

 岐阜県飛騨市にあるKAGRAで取得されたデータ

をデータ保管サーバに転送したり，国内外の機関

と共有するためのシステム開発を行っています。 

 C言語での Socket通信やファイル生成検知 

 Apache Kafkaを用いた低遅延データ転送 

[AI/IoTを活用したシステム構築] 

様々な分野に対して AI/IoT を活用したシステム

を構築する研究にも取り組んでいます。 

植物生育への AI/IoTの活用 

 植物の生育において AI/IoT を活用し，省人化

やノウハウの取得を目指します。 

 土壌データに基づく自動潅水システム 

 最適な土壌条件の分析・可視化 

人体動作や生体信号の解析 

 人間の動作や生体信号を解析することで，技能

の習得等に役立つシステム開発を目指します。 

 人間の動作をロボットに再現させる研究 

 脳波から瞑想の深さを判別する研究 

最適な施設配置の提案手法 

公共施設はなるべく全ての住民がアクセスし

やすい場所に配置すべきといったような制約と

目標を考慮した施設配置手法を検討します。 

 季節性を考慮した施設配置の検討 

 

 

図 1: 重力波の観測データからノイズを

除去するフィルタを自動設計する研究 

 

 

図 2: 重力波の観測データの特徴を時間

周波数解析によって可視化する研究 

 

 

図 3: トマト栽培における自動潅水シ

ステムの構築に関する研究 
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ディープラーニングを始めとする機械学習や

信号処理の技法を科学的課題や実問題に応用す

る研究に興味を持って取り組んでいます。特に力

を入れているのは時系列データ分析であり，その

周辺技術も含めて，次の技術シーズを持ちます。 

 ディジタルフィルタ理論 

 Hilbert-Huang変換などの時間-周波数解析 

 CNNや RNNなどのディープラーニング 

 Linuxサーバプログラミング 

 Arduino, Raspberry Piなどの組込システム 

また，長岡高専の AI・IoTのリテラシー授業で

用いるプログラム開発や AI ルームの整備も担当

しています。これらの経験より， 

 AIを用いたデータ分析 

 IoTによるデータ取得・管理の自動化 

など，環境構築から運用まで一通り対応できま

す。お気軽にご相談ください。 

 

 
図 4: IoT リテラシー授業用のマイコン

システムとモニターページ 

 

 
図 5: AI リテラシー授業用の 

教材プログラムの一部 

 

 
図 6: KAGRA のサーバ（東大宇宙線研） 

特
別
設
備 

以下の研究設備を使って研究を行っています。 

 データ解析用計算サーバ 

 ディープラーニング用ワークステーション 

 栽培に関するデータ取得機器（土壌センサ等） 

 IoT用組込みシステム開発設備 

（マイコンや電子回路製作） 

KAGRA に関する研究では東京大学宇宙線研究所に

設置されているサーバなどの管理も担当してお

り，それらのサーバも用いています。 

企
業
と
の
連
携
実
績 

 受託研究「小学校プログラミング教育に関す

る教育研究」（H29） 

 共同研究「自走式ロボットによる遠隔監視と

制御技術の調査」（R03） 

 技術相談「GNSS 受信機間のパケットモニタ方

法」（R03） 

 技術相談「金属加工製品の AI自動検査装置の

開発」（R04） 
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R02 株式会社スプリックス，株式会社 IntegrAI（起業） 

R03 株式会社ジーニー 

 


